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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は, わが国における軍部独裁の成立, 変遷および崩壊を憲法史の側面から明らかにすることを
目的とする｡ 6章から成る｡









第 2 章 ｢軍部独裁力の低下と憲法的矛盾｣ では, 大東亜省の設置をめぐる統裁権のない首相と外相の対
立を契機として首相の指導力の低下と, 専制的機能を果す天皇への依存度の強化が表面化する事情につい






第3章 ｢東条政権の崩壊と帝国憲法｣ では, 首相, 陸相, 参謀総長兼任という東条への権力集中が実現
し, 軍部独裁の政治力を回復しようとするが, これは軍部独裁が天皇絶対主義を喰い荒して進展すること
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を例証するものであり, 権力支配の末期的症状であると述べ, 国内の欠乏生活, 国民の動揺を抑えるため
の言論弾圧, 国民の無権利状態が措かれている｡ 続いてサイパン失陥による東条内閣にたいする不信の増
大と, 軍部内の反政府 ･和平運動の拾頭ならびに皇室の安泰を基軸として重臣, 皇族等によって東条内閣
が総辞職を余儀なくされる過程について, 統帥にたいして政治を優先させる方向への転換を示唆するもの
として, 叙述している｡













第6章 ｢帝国憲法の消滅と日本国憲法生誕｣ では, 昭和20年の末の極東委員会設置以後の時期を対象に






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国最初の近代的成文憲法であった明治憲法の歴史の研究は戦後の憲法学の重要な課題である｡ とり
わけその崩壊過程の研究は, 現行憲法の理解と運用にとって貴重な教訓が期待されるためその意義が大き
い｡ しかしこの研究には天皇制を中心とす るわが国特有の国体思想の解明という困難な作業が必要であ
り, また資料も十分整備されていないため, これまでに見るべき研究成果は多くない｡
この論文は, 今次の大戦から占領の時期に及ぶ特殊な政治情勢下の憲法問題を軍部独裁に焦点をあてて
総合的に考察したすぐれた労作であって, わが国憲法史の研究にとって大きな寄与をなしたものというこ
とができる｡･
よって, 本論文は法学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
- 39-
